
「みんなの有機農業」のための歴史年表

400万年前　人類の起源

1万年前　　　農耕・牧畜の開始・ ・新石器時代

①

1840　リーピッヒの無機栄養説

1901　田中正造　足尾鉱毒問題で天皇に直訴

1904　日露戦争

1908　ハーバー　空中窒素の固定

1912　タイタニック号沈没

1913　ハーバーとボッシュ　工業的空中窒素の固定

1914～1918　第1次世界大戦（毒ガスの使用・火薬の大量使用）

1926　宮沢賢治　羅須地人協会

1935　岡田茂吉　無肥料栽培（1950年から自然農法に改名）

1937　福岡正信　自然農法の開眼

1940　ハワード　「農業聖典」（1945　ロデイル「有機農法」）

1941～1945　第2次世界大戦（原爆の使用）

1942　食糧管理法

1961　農業基本法（農業の近代化・選択的規模拡大・地域自給の崩壊）

1962　カーリン　「サイレント・スプリング（沈黙の事）」

1963　ケネディ大統領の暗殺

1965～1975　ベトナム戦争（枯れ葉作戦＝除草剤の大量使用）

1966　米の完全自給達成

1969　米の作付け制限（減反政策の開始）

1969　石牟礼道子

1970　ボーローク

1971　－楽照雄

1972　所沢生活村

1974　有吉佐和子

1975　福岡正信

「苦海浄土　わが水俣病」

「緑の革命」ノーベル平和賞

日本有機農業研究会の設立（「有機農業」という言葉の誕生）

（産消提携の誕生）

「複合汚染」（朝日新聞に連載）

「わら一本の革命」

1977　ゴミの焼却からダイオキシン（環境問題の激化）

1986　チェルノブイリ原発の大事故

1986　バブル景気（地価高騰・拝金主義1992年バブル崩壊）

1993　米の大凶作（米輸入の開始）

2000　有機JAS法

2006　有機農業推進法



勾示
〔11〕戦争がつくった化学肥料と農業
農業は、化学肥料と農薬によって見かけの収量

が飛躍的に増加し、私たらも見かけの豊かさを

得ることができました。しかし、化学肥料と農

薬は、それを作ろうとしだ動機でさえ、農業の

生産量を増やしたり、農家の労働を軽くして農

民を幸せにしようという目的でつくられたもの

ではありませんでした。

化学肥料のもとであるアンモニアが初めて合

成されたのは、1909年のドイツでした。緊張

の高まる当時のヨーロッパでドイツは、このア

ンモニアの合成に国力をかけていました。火薬

をつくるためです。アンモニアができれば火薬

の原料である硝酉劉ますぐできます。当時の火薬

の原料は、南米のチリから天然のチリ硝石を輸

入して作っていましたから、内陸のドイツはた

いへん不利です。火薬がなければ、いくら大砲

を造っても戦争はできません。ドイツは1913

年にアンモニアの肥料工場で火薬を作り、翌

1914年に第一次世界大戦に突入したのでした。

また、この第一次世界大戦は毒ガス戦として

も知られています。塩素ガス、ホスゲン、青酸ガ

ス、クロルビクリンなどの毒ガスが開発され使用

されました。続く第二次世界大戦のときも、さら

に強力な、タブン、サリン、パラチオンなどの毒

ガスが次々と作られました。現在ある農薬の原料

は、ほとんどがこのときにできたと言ってよいく

らいです。もちろんこれらの毒ガスは、虫ではな

く人間を殺すために作られたものですか…‥。ま

た、ベトナム戦争では、アメリカは枯葉作戦と称

して除草剤を大量にまきました。もちろんべ卜

ナムの農業のためにまいたものではありません。

肥料の原料である硝酸も、農薬の原料であ

る毒ガスもこのように人間を殺す目的で作ら

れたようです。どこから見ても、農民のため

だとか、健康な食べ物のためにつくられたとは

思えません。

戦争が終わると、アンモニアや硝酸は畑にま

かれ、毒ガスは薄めて農薬として虫を殺すため

にまかれました。化学肥料と農薬は火薬と毒ガ

スの「平和利用」というわけですが、名前を変

えても本質は変わりません。

同じような例に、戦争目的のためにつくられ

た原子爆弾も原子力発電という名前で「平和利

用」され、毎日核爆発をしています。政治的に

は戦争が終わったと言っても、こうした名前を

変えた殺人（殺生物）兵器が日常的に使われて

いたのでは、本当の意味の終戦にはならないと

思います。

＜付録＞環境ホルモンと農薬

環境ホルモンと名の付くものは、 公表発、

表されただけでも70種類ですが、なんと、

そのなかの三分の二が農薬ではありませんか！

それも現役の農薬がズラリ！つまり私たち

農民は、今まで、そして今もせっせと環境

ホルモンをバラまき続けていたのです。環

境ホルモンは私たらに、農薬は薄めれば安

全だとか、時間がだてば安全だということ

がウリであることを暴露したのです。



二一二一＝滴伽亘

商機農業・かんなの疑問？

顧琴i　＿二＝≡喜i＝

疑問その6

「化学肥料は、なぜ悪いのか？」

農薬が悪いのはわかるが、化学肥料はなぜ悪いの

かという疑問は農家の間でもよく言われます。まず

はじめにきちんと確認しなければならないことは、

農薬であろうと化学肥料であろうとそれ自体は「良

い」とか「悪い」というものではありません。ですか

ら、「農薬は悪い」のではなく「農薬は有毒である」の

であって、それが良いか思いかは私が勝手に決める

わけにはいきません。ですから、「化学肥料はなぜ悪

いのか？」ではなく、「化学肥料はなぜ問題なのか？」

ということになります。では、何が問題なのでしょ

うか？

化学肥料を使うと作物は「早く、大きく」なります。

早く大きくなるということは中身が充実しないう

ちにどんどん生長してしまうため、栄養分が少なく

なったリ、偏ったりします。とくに、ビタミンCとカ

ロチンは光合成と関連しているため、長時間じっく

りと太陽にあたった作物の方が含有量が多くなり

ます。また、化学肥料は楽して吸収できるため根っ

こはさぼってしまい、あまり広がりません。

（如桓頭重〕

三
図のように、地上部は大きいのせすが地下の根っ

こは貧弱になります。いったんこうなると、一生化

学肥料のお世話にならなければならなくなります。

＼

ヽヽl Vl　　ヽヽl　　ヽl′　ヽl′

根が貧弱だと、土の中の広い範囲に微量に含まれて

いるミネラルを吸収することができません。これが、

最近の野菜にはミネラル（カルシウム、マグネシウ

ム、鉄、亜鉛など）が激減している原因です。

化学肥料の中身は、硫酸アンモニウムや塩化カリ

ウムなどの無機化合物です。これらは、硫酸や塩酸

をつくることによって士を酸性化します。酸性にな

ると責重なミネラルは流れ去り有害なアルミニウ

ムが溶け出します。おまけに最近は、雨まで酸性に

なってこれを加速しています。酸性を中和するため

に消石灰をまくように指導されていますが、石灰は

セメントの原料にもなっているくらいですから、士

はカチカチにかたくなリます。根はさらに伸びにく

くなります。

科学者の中には、化学肥料の成分でアンモニアや

硫酸は天然の物質と同じだから問題はないという

方々もいます力て、現実にはミミズは死に、微生物も

激減します。天然物であっても異常な濃度や急激な

変化は、生物にとって有毒なのです。

そして、化学肥料の極めつけは硝酸態チッソで

す。化学肥料の中のチッソは畑作地では酸素が多

いので硝酸の状態になります。これが硝酸態チッソ

と呼ばれる発ガン物質です。過剰にあると作物にも

残留するのはもちろん、地下水を汚染します。

今までこうしたことがあまり問題になってこ

なかったのは、士の持つ寛大な包容力のおかげです。

しかし、いつまでもいい気になっていると大地の堪

忍袋の緒がきれますよ。
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食
の
安
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に
つ
い
て
書
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れ
た
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
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い
ま
す
。

戦
後
定
着
し
た
欧
米
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食
生
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さ
れ
、
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野
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食
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と
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わ
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テ
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食
育
基
本
法
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が
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め
ら
れ
、
国
を
あ
げ
て
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食
に
つ
い
て
教
え
る
「
食
育
」
が
さ
か
ん
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
野
菜
は
重
要
な
位
置
を
占
め
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
野
菜
自
体
が
壊
れ
つ
つ
あ
る
と
し
た
ら
？

日
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的
な
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品
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成
分
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を
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し
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榛
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、
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一
〇
〇
二
年
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が
ダ
ン
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の
ト
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フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ

の
約
二
・
五
倍
、
ド
イ
ツ
の
五
倍
、
ア
メ
リ
カ
の
実
に
七
倍
の
農
薬
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

般
的
に
「
農
薬
」
に
は
、
除
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剤
、
殺
虫
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、
殺
鼠
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、
防
微
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（
カ
ビ
防
止
）
、
そ
れ
に
植
物
ホ
ル
モ

▼
な
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の
植
物
成
長
調
整
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を
含
み
ま
す
。

鼻
薬
の
注
意
書
き
に
は
、
使
い
方
、
効
果
、
薬
害
、
安
全
使
用
上
の
注
意
、
保
管
方
法
、
希
釈
倍
数
な

）
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
び
っ
し
り
紙
面
を
埋
め
る
細
か
い
文
字
に
す
べ
て
目
を
通
す
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と
な
ど
で
き

竜
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
化
す
る
農
村
で
は
、
希
釈
倍
数
な
ど
に
つ
い
て
誤
解
や
勘
違
い
を
し
て

レ
ま
っ
た
り
、
誤
っ
た
使
用
方
法
を
信
じ
込
ん
で
い
た
り
、
知
識
不
足
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
き

り
に
、
病
害
虫
は
少
し
ず
つ
抵
抗
力
を
つ
け
る
の
で
、
「
や
り
過
ぎ
で
作
物
に
薬
害
が
出
な
い
か
ぎ
り
は
、

ノ
い
つ
い
多
め
に
な
り
、
た
い
て
い
三
、
四
倍
に
し
て
使
っ
て
い
る
」
と
い
う
農
家
も
少
な
く
な
い
の
で

0

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
中
国
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
ほ
う
で
す
。
皮
肉
な
こ
と
で
す
が
、
地
方
部
に
行
け

差
薬
や
化
学
肥
料
を
買
う
こ
と
の
で
き
る
裕
福
な
農
家
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
貧
し
い
農
家
で
は
い
ま

昔
な
が
ら
の
牛
糞
や
配
戴
を
使
っ
て
い
ま
す
。
結
局
、
国
産
品
と
輸
入
品
の
ど
ち
ら
が
安
全
か
竺
概

ビタミンC

図－1「日本食品標準成分表」にみる栄養価の減少

13　第一章∴野菜が壊れていく

臥3　耕地面積当たりの農事使用量比較

に
は
い
え
ま
せ
ん
。

消
費
者
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、

「
こ
ん
な
に
も
食
の
安
全
が
求
め
ら
れ
る
い
ま
、
ど
う
し

て
鼻
薬
使
用
に
つ
い
て
見
直
し
が
さ
れ
な
い
の
か
ヱ

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農
家
の
人
々
だ
っ
て
、
鼻
薬
が
身
体
に
も
土
に
も
野
菜

に
も
よ
い
と
は
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
家
で
食
べ

る
も
の
に
は
鼻
薬
を
使
わ
な
い
と
こ
ろ
が
圧
倒
的
多
数
を

占
め
ま
す
。
親
し
い
人
に
野
菜
を
分
け
る
際
に
は
、
「
こ

れ
、
一
つ
も
消
毒
し
て
な
い
か
ら
ね
」
と
言
い
ま
す
。

い
く
ら
理
論
や
デ
ー
タ
を
使
っ
て
効
能
を
説
明
さ
れ
て
い

て
も
、
身
体
感
覚
と
し
て
は
納
得
し
き
れ
な
い
も
の
が
確

実
に
あ
る
の
で
す
。
何
よ
り
、
農
家
の
人
々
自
身
、
農
薬

散
布
の
際
に
、
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
頭
が
痛
く
な
る
、
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